
歴史博物館本館(右)と産業資料展示室(左の平屋)

現在の旧正門（奥に鉄鋼戦士像と歴史博物館本館が見えます） 竣工当時の尼崎市立高等女学校正門

製作者・胡本蟹平による碑文も移設しました 「工業の神」の札

① 建物よりも古い旧正門の門柱（国登録有形文化財）

② 「工業の神様」がやってきた

尼崎市立歴史博物館だより №４

敷地・建物の魅力大特集号
令和６年（２０２４）１０月

尼崎市立歴史博物館の敷地は、江戸時代の尼

崎城本丸・内堀跡にあたり、近代には学校用

地となり高等女学校・高等学校・中学校と歩

んだため、敷地には尼崎城の石垣の石や尼崎

城・学校に関する石碑などが所在していま

す。また、建物は昭和１３年（１９３８）竣

工の学校校舎で、国の登録有形文化財です。

本号では、当館の敷地や建物の魅力を、前号

に引き続き本丸琴学芸員がご案内します。

前面道路沿いに石垣風の柱が２本立っていますが、これは女学校当時の正門門柱で、校舎よりも古く昭和２

年（１９２７）に築造されました。現在は門扉を取り外しモニュメントとして現地保存しています。こちら

も国の登録有形文化財です。右は竣工当時の写真ですが、今もほとんど変わっていないことがわかります。

門柱の向こうにユニークな銅像が見えています。この銅

像は「鉄鋼戦士像」と呼ばれており、今年８月にこの地に

移設されました。像は工業都市尼崎のシンボルとして阪

神電鉄尼崎駅北側の中央公園に昭和４７年（１９７２）

に設置されましたが、中央公園リニューアルに伴い当館

にやってきました。ギリシャ神話の神のような風貌です

が、ハンマーを今にも振り下ろそうとしている姿は尼崎

の製鉄所で働く労働者をイメージしているそうです。よ

く見ると「工業の神」と刻まれた札をぶら下げています。

工業都市尼崎のシンボル＆工業の神様は、当館のシンボ

ルとしての意味も持つようになりました。

机・いすもほとんどが中学校で実際に使われていたものです 階段の格子は平行四辺形になっています

銅像本体は戦時中の金属供出で失われました ３階廊下からは桜を見下ろすことができます

⑩ 館内にもいろいろ見どころがあります

⑪ 最後に中庭の見どころを
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正面階段を上がって２階ホールを左に進むと左の写真の教室があります。尼崎市立成良中学校３年３組の教

室をそのまま残しました。団体見学時にはガイダンス室として使用しますが、それ以外は自由に入室できま

すので、休憩したり、授業ごっこや写真の撮り合いをしたりと、いろんな楽しみ方で使用されています。た

だし、他の方の迷惑にはならないようにお願いしています。水分補給はこの部屋で行ってください。

　　尼崎市 HP

歴史博物館ページ

右の写真は３階ホールから屋上へ上がる階段です。今は展示ケースなどを置いているのでわかりにくいので

すが、階段の格子は竣工当時のままで、屋上に上がる部分を閉鎖している大きな格子は、歴史博物館への改

修工事に際して、階段の格子に似せて新たに造りました。なかなかかっこいいでしょう。

当館は中庭を囲む回廊状の建物で廊下から中庭が良く見えます。中庭には高等女学校の２代校長の銅像台座

や尼崎城の石垣の石（左の写真）を設置しています。また、巨大な桜の木があり、３月下旬には右の写真の

ように咲き誇ります。この桜は外からは一切見えないので当館に来られた方だけが楽しむことができます。

☆☆当館は入館無料です。月曜日が休館で土日祝日も開館しています。月曜日が祝日の場合は直後の平日が休館です。開館時間は９時～１７時（入館は１６時３０分まで）☆☆
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尼女・市尼発祥の地 城内中学校跡 連帯

苗を育てているのは３月から６月ごろまでです

裏面には設置当時の尼崎市長・櫻井忠剛による碑文があります

石垣の石は歩道沿いにたくさん並んでいます

③ 尼崎城内堀跡に所在している「尼崎城天守閣遺蹟」の碑

④ 敷地内には尼崎城の石垣の石がたくさんあります

⑤ 石碑三兄弟？

⑥ このでっかいプランターは何？
産業資料展示室前の大型プランター

では、尼崎の特産品として有名だった

尼いもの苗を育てています。尼いもは

一度絶滅しましたが、市民の力で復活

しました。歴史博物館で育てた苗は、

市内の学校などで栽培しています。

門柱を入って斜め左（南東）に進むと「尼崎城天守閣遺蹟」と刻まれ

た立派な石碑があります。なので、ここに天守があったのかと思わ

れますが実は違います。天守は当館の建物の東端辺りに所在してい

ました。明治初期に天守が撤去された後、天守跡には「天守山」と呼

ばれる小山が残っていました。昭和６年（１９３１）に天守山は取り

壊され、その北東に新しく築造された新天守山に据えられたのがこ

の石碑です。その後、昭和３０年代に玄関前の円形植込に移設され、

現在地には今年７月に移設されました。ですので、現在地は実際の

天守跡では無く、尼崎城の内堀跡にあたります。

建物北面西側の通用口

の隣には石碑が３基並

んでいます。写真左か

ら２基は、この地に所

在した学校の記念碑、

右は今年８月に中央公

園から移設された「連

帯」と刻まれた碑で、元

は旧尼崎市立労働セン

ターにありました。

昭和１３年（１９３８）の竣工当時 令和２年（２０２０）の改修後

2・3 階を貫く時計台の窓も見どころです

廊下の梁がアーチ状なのがわかりますか スクラッチタイルを何度も貼り替えています

⑦ 旧尼崎市立高等女学校の校舎でした（国登録有形文化財）

⑧ 玄関周辺に外観の特徴が集約

⑨ 玄関入ると竣工当時の趣が

当館の建物は昭和１３年（１９３８）に竣工した尼崎市立高等女学校の校舎で、昭和８年（１９３３）に東

側の一部分が先行して竣工し、昭和１３年（１９３８）に全体竣工しました。戦後は尼崎市立尼崎高等学校・

城内中学校・成良中学校となり、学校統合により校舎としての役割を終えたのち、平成２１年（２００９）

から１階部分を尼崎市立文化財収蔵庫として使用しました。平成３０年（２０１８）から耐震補強を含む全

面改修工事を行い、令和２年（２０２０）１０月１０日に尼崎市立歴史博物館として開館しました。

学校の校舎ですので、決して華美な建物ではあ

りませんが、玄関周辺の意匠は特徴的です。玄関

の両サイドには八角形の窓があり、玄関扉と八

角形窓を巨大なひさしが覆い、２本の丸柱で支

えています。ひさしには３か所、採光のためのガ

ラスブロックがあり、ひさし上は時計台になっ

ています。丸柱にはもともとドーナツ状の照明

器具が付いていましたが、失われていたため、改

修工事の際に形状のみ復元しました。

玄関内には、現在いろんな物品を置いているので分かりにくいのですが、空にすると左の写真のようになり、

竣工当時の趣が感じられます。特に注目してほしいのは腰壁に貼っているスクラッチタイルです。右の写真

で見ると明らかですが、いろいろな種類のスクラッチタイルが混在しており、おそらく割れたり壊れたりす

るたびに貼り替えたので、このようになったのでしょう。上部に見える濃い茶色のスクラッチタイルが一番

古いのではないかと考えており、築後８０年以上の建物の歴史を感じることができます。

当館の敷地内には、尼崎城の石垣の石を多数展示して

います。これらの石は、ここが尼崎城本丸跡だったため

にこの地に残っていたものと、尼崎城跡発掘調査で出

土した、本来の位置をとどめずに移動してしまった石

で、当館改修工事の際に敷地内に設置したものです。
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尼女・市尼発祥の地 城内中学校跡 連帯

苗を育てているのは３月から６月ごろまでです

裏面には設置当時の尼崎市長・櫻井忠剛による碑文があります

石垣の石は歩道沿いにたくさん並んでいます

③ 尼崎城内堀跡に所在している「尼崎城天守閣遺蹟」の碑

④ 敷地内には尼崎城の石垣の石がたくさんあります

⑤ 石碑三兄弟？

⑥ このでっかいプランターは何？
産業資料展示室前の大型プランター

では、尼崎の特産品として有名だった

尼いもの苗を育てています。尼いもは

一度絶滅しましたが、市民の力で復活

しました。歴史博物館で育てた苗は、

市内の学校などで栽培しています。

門柱を入って斜め左（南東）に進むと「尼崎城天守閣遺蹟」と刻まれ

た立派な石碑があります。なので、ここに天守があったのかと思わ

れますが実は違います。天守は当館の建物の東端辺りに所在してい

ました。明治初期に天守が撤去された後、天守跡には「天守山」と呼

ばれる小山が残っていました。昭和６年（１９３１）に天守山は取り

壊され、その北東に新しく築造された新天守山に据えられたのがこ

の石碑です。その後、昭和３０年代に玄関前の円形植込に移設され、

現在地には今年７月に移設されました。ですので、現在地は実際の

天守跡では無く、尼崎城の内堀跡にあたります。

建物北面西側の通用口

の隣には石碑が３基並

んでいます。写真左か

ら２基は、この地に所

在した学校の記念碑、

右は今年８月に中央公

園から移設された「連

帯」と刻まれた碑で、元

は旧尼崎市立労働セン

ターにありました。

昭和１３年（１９３８）の竣工当時 令和２年（２０２０）の改修後

2・3 階を貫く時計台の窓も見どころです

廊下の梁がアーチ状なのがわかりますか スクラッチタイルを何度も貼り替えています

⑦ 旧尼崎市立高等女学校の校舎でした（国登録有形文化財）

⑧ 玄関周辺に外観の特徴が集約

⑨ 玄関入ると竣工当時の趣が

当館の建物は昭和１３年（１９３８）に竣工した尼崎市立高等女学校の校舎で、昭和８年（１９３３）に東

側の一部分が先行して竣工し、昭和１３年（１９３８）に全体竣工しました。戦後は尼崎市立尼崎高等学校・

城内中学校・成良中学校となり、学校統合により校舎としての役割を終えたのち、平成２１年（２００９）

から１階部分を尼崎市立文化財収蔵庫として使用しました。平成３０年（２０１８）から耐震補強を含む全

面改修工事を行い、令和２年（２０２０）１０月１０日に尼崎市立歴史博物館として開館しました。

学校の校舎ですので、決して華美な建物ではあ

りませんが、玄関周辺の意匠は特徴的です。玄関

の両サイドには八角形の窓があり、玄関扉と八

角形窓を巨大なひさしが覆い、２本の丸柱で支

えています。ひさしには３か所、採光のためのガ

ラスブロックがあり、ひさし上は時計台になっ

ています。丸柱にはもともとドーナツ状の照明

器具が付いていましたが、失われていたため、改

修工事の際に形状のみ復元しました。

玄関内には、現在いろんな物品を置いているので分かりにくいのですが、空にすると左の写真のようになり、

竣工当時の趣が感じられます。特に注目してほしいのは腰壁に貼っているスクラッチタイルです。右の写真

で見ると明らかですが、いろいろな種類のスクラッチタイルが混在しており、おそらく割れたり壊れたりす

るたびに貼り替えたので、このようになったのでしょう。上部に見える濃い茶色のスクラッチタイルが一番

古いのではないかと考えており、築後８０年以上の建物の歴史を感じることができます。

当館の敷地内には、尼崎城の石垣の石を多数展示して

います。これらの石は、ここが尼崎城本丸跡だったため

にこの地に残っていたものと、尼崎城跡発掘調査で出

土した、本来の位置をとどめずに移動してしまった石

で、当館改修工事の際に敷地内に設置したものです。
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歴史博物館本館(右)と産業資料展示室(左の平屋)

現在の旧正門（奥に鉄鋼戦士像と歴史博物館本館が見えます） 竣工当時の尼崎市立高等女学校正門

製作者・胡本蟹平による碑文も移設しました 「工業の神」の札

① 建物よりも古い旧正門の門柱（国登録有形文化財）

② 「工業の神様」がやってきた

尼崎市立歴史博物館だより №４

敷地・建物の魅力大特集号
令和６年（２０２４）１０月

尼崎市立歴史博物館の敷地は、江戸時代の尼

崎城本丸・内堀跡にあたり、近代には学校用

地となり高等女学校・高等学校・中学校と歩

んだため、敷地には尼崎城の石垣の石や尼崎

城・学校に関する石碑などが所在していま

す。また、建物は昭和１３年（１９３８）竣

工の学校校舎で、国の登録有形文化財です。

本号では、当館の敷地や建物の魅力を、前号

に引き続き本丸琴学芸員がご案内します。

前面道路沿いに石垣風の柱が２本立っていますが、これは女学校当時の正門門柱で、校舎よりも古く昭和２

年（１９２７）に築造されました。現在は門扉を取り外しモニュメントとして現地保存しています。こちら

も国の登録有形文化財です。右は竣工当時の写真ですが、今もほとんど変わっていないことがわかります。

門柱の向こうにユニークな銅像が見えています。この銅

像は「鉄鋼戦士像」と呼ばれており、今年８月にこの地に

移設されました。像は工業都市尼崎のシンボルとして阪

神電鉄尼崎駅北側の中央公園に昭和４７年（１９７２）

に設置されましたが、中央公園リニューアルに伴い当館

にやってきました。ギリシャ神話の神のような風貌です

が、ハンマーを今にも振り下ろそうとしている姿は尼崎

の製鉄所で働く労働者をイメージしているそうです。よ

く見ると「工業の神」と刻まれた札をぶら下げています。

工業都市尼崎のシンボル＆工業の神様は、当館のシンボ

ルとしての意味も持つようになりました。

机・いすもほとんどが中学校で実際に使われていたものです 階段の格子は平行四辺形になっています

銅像本体は戦時中の金属供出で失われました ３階廊下からは桜を見下ろすことができます

⑩ 館内にもいろいろ見どころがあります

⑪ 最後に中庭の見どころを
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正面階段を上がって２階ホールを左に進むと左の写真の教室があります。尼崎市立成良中学校３年３組の教

室をそのまま残しました。団体見学時にはガイダンス室として使用しますが、それ以外は自由に入室できま

すので、休憩したり、授業ごっこや写真の撮り合いをしたりと、いろんな楽しみ方で使用されています。た

だし、他の方の迷惑にはならないようにお願いしています。水分補給はこの部屋で行ってください。

　　尼崎市 HP

歴史博物館ページ

                   

                                     

右の写真は３階ホールから屋上へ上がる階段です。今は展示ケースなどを置いているのでわかりにくいので

すが、階段の格子は竣工当時のままで、屋上に上がる部分を閉鎖している大きな格子は、歴史博物館への改

修工事に際して、階段の格子に似せて新たに造りました。なかなかかっこいいでしょう。

当館は中庭を囲む回廊状の建物で廊下から中庭が良く見えます。中庭には高等女学校の２代校長の銅像台座

や尼崎城の石垣の石（左の写真）を設置しています。また、巨大な桜の木があり、３月下旬には右の写真の

ように咲き誇ります。この桜は外からは一切見えないので当館に来られた方だけが楽しむことができます。

☆☆当館は入館無料です。月曜日が休館で土日祝日も開館しています。月曜日が祝日の場合は直後の平日が休館です。開館時間は９時～１７時（入館は１６時３０分まで）☆☆

虫
な
ど
が
入
ら
な

い
よ
う
に
中
庭
に

出
る
こ
と
は
禁
止

し
て
い
ま
す
。
銅

像
台
座
や
桜
は
館

内
の
廊
下
か
ら
見

て
く
だ
さ
い
。
同

様
の
理
由
で
廊
下

の
窓
も
開
け
な
い

で
く
だ
さ
い
ね
。

門
柱
は
完
成
し
て
も

う
す
ぐ
百
年
に
な
り

ま
す
。
文
化
財
と
し

て
守
り
伝
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

「
工
業
の
神
」
の

札
が
ど
こ
に
ぶ
ら

さ
が
っ
て
い
る
か

探
し
て
み
て
ね
。

尼
崎
市
の
市
章
も

い
く
つ
か
見
つ
か

り
ま
す
よ
。

当
館
は
入
館
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①④


